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               審   査   の   要   旨 
 
 筆者は、分子生物学的な解析が全く施されたことのないヒトツモンイシノミを対象に、遺伝子
解析のシステムを確立して2つのEngrailed-family遺伝子を単離しそれを発生学的な解析に供し、
胚発生に関する多くの新知見を得た。昆虫類の最原始系統であるイシノミに関する今回の知見は、
昆虫類の胚発生を進化学的視点から比較解析するための基礎データとして非常に貴重なもので
あり、基礎生物学の成果として高く評価できる。また、筆者はイシノミの2つのEngrailed-family
パラログ遺伝子を含めて、広範な節足動物のEngrailed-family遺伝子の分子進化解析を行い、遺
伝子変換領域、遺伝子重複時期に関する成果を得た。今回筆者が用いた統計的・定量的手法をも
とに、さらに多くの昆虫や節足動物系統を含めたEngrailed-family遺伝子の解析を行えば、当該
遺伝子の進化に関するより頑健な推測が可能になるものと期待できる。筆者によるアプローチは
その端緒を切り開いたものと考えられ、基礎生物学の研究成果として高く評価できる。 
 平成27年12月9日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び
最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その
結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
